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「
明�
治
天
皇
と
そ
の
時
代

―
明
治
天
皇
崩
御
百
年
・
明
治
天
皇
御
生
誕
百
六
十
年
―
」

企
画
・
編
集
委
員　
　

櫻
井
治
男

　

本
年
（
平
成
二
十
四
年
）
は
、
明
治
天
皇
が
崩
御
さ
れ
て
百
年
、
そ
し

て
明
治
天
皇
の
御
生
誕
百
六
十
年
と
い
う
、
奇
し
く
も
大
い
な
る
感
慨
の

節
を
迎
え
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
国
民
に
と
り
明
治
と
い
う
時
代
の
持
つ

意
味
、
そ
し
て
そ
の
時
代
を
経
験
し
、
今
上
陛
下
の
御
代
へ
と
つ
な
が
る

日
本
の
今
を
省
察
す
る
重
要
な
機
会
が
、
私
た
ち
に
示
さ
れ
た
と
い
え
よ

う
。

　

そ
こ
で
、
本
学
会
で
は
、
本
年
度
紀
要
に
つ
い
て
、
特
集
テ
ー
マ
を

「
明
治
天
皇
と
そ
の
時
代
―
明
治
天
皇
崩
御
百
年
・
明
治
天
皇
御
生
誕
百

六
十
年
」
と
し
て
編
み
、
読
者
の
お
手
元
に
届
け
る
こ
と
と
し
た
。
ご
寄

稿
・
投
稿
い
た
だ
い
た
多
く
の
執
筆
者
の
お
蔭
に
よ
り
、
充
実
し
た
内
容

と
な
っ
た
こ
と
、
ま
ず
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

巻
頭
言
に
小
堀
桂
一
郎
先
生
の
玉
稿
を
掲
げ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
、

特
集
論
文
五
編
、
論
文
八
編
、
誌
上
講
演
一
編
、
講
演
録
二
編
、
随
想
三

編
、
書
評
論
文
一
編
、
書
評
、
そ
し
て
図
書
紹
介
二
十
点
と
い
う
内
容
で
、

構
成
ス
タ
イ
ル
は
従
前
に
従
い
、
論
文
に
つ
い
て
も
編
集
委
員
に
お
け
る

査
読
を
経
て
掲
載
し
た
。

　

七
月
十
四
日
（
土
）
に
行
っ
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
國學

院
大
學

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
事
業
で
「
明
治
天
皇
と
そ
の
時
代
」

を
テ
ー
マ
に
、
お
二
人
の
先
生
方
の
基
調
講
演
と
、
引
き
続
き
行
わ
れ
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
記
録
を
収
め
た
。
会
場
一
杯
と
な
る
参
加

を
得
、
伊
藤
之
雄
先
生
の
穏
や
か
な
語
り
と
武
田
秀
章
先
生
の
熱
い
語
り

に
よ
り
、
明
治
天
皇
が
近
代
日
本
に
お
け
る
革
新
と
伝
統
と
を
体
現
し
て

行
か
れ
る
さ
ま
が
、
聴
衆
に
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、

堀
口
修
、
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
両
先
生
の
コ
メ
ン
ト
を
通
し
て
、
こ
の
時

代
を
深
く
考
え
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

特
集
論
文
、
論
文
、
誌
上
講
演
、
講
演
録
は
い
ず
れ
も
、「
明
治
天
皇

と
そ
の
時
代
」
の
理
解
が
如
何
に
必
要
で
あ
り
、
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き

テ
ー
マ
が
多
い
か
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
明
治
天
皇
が

崩
御
さ
れ
て
百
年
の
時
点
よ
り
、
そ
の
時
代
を
対
象
化
し
、
精
神
史
を
大

局
的
に
捉
え
る
重
要
性
を
は
じ
め
、
国
家
制
度
、
教
育
の
基
本
か
ら
、
そ

の
背
景
に
流
れ
る
観
念
、
時
代
の
新
た
な
動
き
な
ど
学
術
研
究
の
意
義
を

高
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
岡
野
弘
彦
先
生
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
先
生
に
は
、
ご
多
忙
の

な
か
明
治
神
宮
と
の
ご
縁
の
な
か
で
随
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
こ
と
、

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

書
評
・
図
書
紹
介
が
果
た
す
役
割
は
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
現
代
で
も
大
き

い
。
そ
れ
が
研
究
上
の
論
争
を
喚
起
し
、
学
術
研
究
を
高
め
る
こ
と
へ
と

つ
な
が
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
な
に
よ
り
も
、
当
学
会
に
お
い
て
、
注

目
さ
れ
る
書
籍
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
は
、
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
関
連

付
け
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
り
、
学
会
の
果
た
す
役
割
の
重
要
な
領
域
で

あ
る
。

　

本
紀
要
の
編
集
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
事
務
局
の
皆
さ
ん
に
感
謝
す
る

次
第
で
あ
る
。

（
皇
學
館
大
学
社
会
福
祉
学
部
長
・
教
授
）

あ
と
が
き




